
 

学校番号 204 

平成 31 年度 保健体育科 

 

教科 体育 科目 スポーツⅡ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 現代保健体育（大修館書店） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・球技の楽しさや喜びを深く味わうとともに、自己やチームの能力を最大限に発揮するための基本 

 的な技術や戦術、作戦を習得し、相手やチームに応じた攻防を展開できるようにしよう。 

・自己やチームに適した目標や課題を適切に設定して練習に取り組み、その課題を解決できるよう  

 にしよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・球技の専門的な理解と高度な技能の習得を目指した主体的、合理的、計画的な実践を通して、自 

己の課題を解決できるようにする。 

・生涯を通してスポーツの振興発展にかかわることができる資質や能力を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断 c:運動の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

自ら進んで運動の楽

しさや喜びを味わお

うとする。 

健康や安全を確保し

て学習に主体的に取

り組もうとする。 

結果や勝敗を受け入

れ、自他の技能を客観

的に判断できる。 

公正・協力・責任・参

画などの態度を身に

付ける。 

知識を活用し、技能向

上につなげる。 

自己や仲間の課題に

応じた運動を継続す

るための取組を工夫

できる。 

運動を継続したり、体

力や技能向上をする

ための計画を考える

ことができる。 

学習で得た成果を自

ら応用・発展させ、実

生活に生かせる。 

記録や技能向上に挑

戦する。 

運動の合理的な実践

を通して、種目特性

に応じて勝敗を競っ

たり、攻防を展開し

たり、表現するため

の各領域の運動特性

に応じた段階的な技

能を身に付ける。 

仲間と連携・協力し

て各種目を楽しむ。 

運動の技術の名称や

行い方、体力の高め

方、課題解決の方法、

練習や発表の仕方、

スポーツを行う際の

健康・安全の確保の

仕方についての具体

的な方法を理解して

いる。 

スポーツの歴史、文

化的特性、スポーツ

との関わり方につい

て理解している。 

評
価
方
法 

受講態度の観察 

ノート 

レポート 

        等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

技能観察 

ノート 

       等 

ノート 

レポート 

体育理論のテスト 

        等 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

球
技
（ゴ
ー
ル
型
） 

バスケットボール ○ ○ ○ ○ a:競技の特性に関心を持ち、主

体的に取り組むことで球技の

楽しさや喜びを味わい、試合で

はフェアプレイの考え方を大

切にし、危険を予見して回避行

動をとることができる。 

b:自己やチームに適した目標

や課題を適切に設定して練習

に取り組み、その課題を解決す

ることができる。 

c:自己やチームの能力を最大

限に発揮し専門的な技術や戦

術を習得し、相手やチームに応

じた攻防を展開できる。 

d:競技のルール、技術の構造及

び技能の高め方、審判法や競技

会の開催の仕方やその役割分

担などについて理解している。 

受講態度

の観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

 

球
技
（ネ
ッ
ト
型
） 

バドミントン 

 

 ○ ○ ○ a: 競技の特性に関心を持ち、

主体的に取り組むことで球技

の楽しさや喜びを味わい、試合

ではフェアプレイの考え方を

大切にし、危険を予見して回避

行動をとることができる。 

b: 自己に適した目標や課題を

適切に設定して練習に取り組

み、その課題を解決することが

できる。 

c: 緩急や前後空間への返球、

相手の隙をついたりするなど、

ダブルスや個人の技能に応じ

て戦術、作戦を重視した攻防が

展開できる。 

d: 競技のルール、技術の構造

及び技能の高め方、審判法や競

技会の開催の仕方やその役割

分担などについて理解してい

る。 

受講態度

の観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 



２
学
期 

球
技
（ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
型
） 

野球 ○ ○ ○ ○ a: 競技の特性に関心を持ち、

主体的に取り組むことで球技

の楽しさや喜びを味わい、試合

ではフェアプレイの考え方を

大切にし、危険を予見して回避

行動をとることができる。 

b: 自己やチームに適した目標

や課題を適切に設定して練習

に取り組み、その課題を解決す

ることができる。 

c:バッティングやバントなど

の技術を用いて得点につなげ

る攻撃やフライやゴロに対す

る捕球・送球動作などの守備を

場面に応じて行うことができ

る。 

d: 競技のルール、技術の構造

及び技能の高め方、審判法や競

技会の開催の仕方やその役割

分担などについて理解してい

る。 

受講態度

の観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

 

球
技
（ネ
ッ
ト
型
） 

バレーボール  ○ ○ ○ a:競技の特性に関心を持ち、主

体的に取り組むことで球技の

楽しさや喜びを味わい、試合で

はフェアプレイの考え方を大

切にし、危険を予見して回避行

動をとることができる。 

b: 自己に適した目標や課題を

適切に設定して練習に取り組

み、その課題を解決することが

できる。 

c: 技能の段階に応じて、相手

との攻防に合った作戦で練習

やゲームをすることができる。 

d: 競技のルール、技術の構造

及び技能の高め方、審判法や競

技会の開催の仕方やその役割

分担などについて理解してい

る。 

受講態度

の観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 



３
学
期 

球
技
（タ
ー
ゲ
ッ
ト
型
） 

ゴルフ ○  ○ ○ a: 競技の特性に関心を持ち、

主体的に取り組むことで球技

の楽しさや喜びを味わい、試合

ではフェアプレイの考え方を

大切にし、危険を予見して回避

行動をとることができる。 

b:自己の課題を解決するとと

もに生涯を通して競技の振興

発展にかかわることができる

よう、情報の分析及び適切な選

択をすることができる。 

c:距離に応じてクラブの基本

的なグリップやスイング動作

を行い、場面に応じてラフショ

ットやバンカーショット、パッ

ティングなどを行うことがで

きる。 

d: 競技の歴史、ルール、技術

の構造及び技能の高め方、競技

会の開催の仕方やその役割分

担などについて理解している。 

受講態度

の観察 

ノート 

レポート 

技能観察 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断 

c:運動の技能      d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


